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 教師・看護師などの専門職の専門性成長を目指す上で、リフレクション reflection の重

要性・必要性は、今日、広く認識されるようになった。とはいえ、その語義は多様であり、

専門的実践のための研修手法としても多様な解釈により進められている課題がある。同時

に、今日の世界情勢・社会情勢の厳しさは教師にも及んでおり、職務継続が困難な状況に

立たされる経験を乗り越える課題も重いといえる。  

 学力テスト等による国内外の教育評価が広く話題とされる中で、授業実践の力量形成は

教師にとって切実な発達課題となっている。他方で教師自身の素朴な願いとして、共に授

業を組織する子どもたちの学力形成を含む成長・発達への寄与・貢献の思いも重視したい

と考える。本研究は、今日的状況がもたらす重い課題に取り組みつつ、その願いや信念を

実現しようと授業改革・授業改善に取り組む教師の自己成長を目指すための授業研究方法

開発と、その評価を目的とする。具体的には、澤本ら（1996）が開発し研究してきた「授

業リフレクション研究」の目的・方法を提示し、それに依拠した事例研究を考察して、そ

の意義と課題を明らかにする意図を持つ。  

 序章では本研究の背景となる、教員の置かれている困難な今日的状況を述べた。そして、

本研究の視座を以下のように設定した。  

a.教師をドナルド・ショーンのいう「省察的実践家 reflective practitioner」とみる  

b.教師を「研究者としての教師 teacher as researcher」とみる  

c.教師の「実践的知識 practical knowledge」はその専門的実践に重要な意味を持つとみる  

d.教師は「教える経験」や「学ぶ経験」を通じて実践的知識を形成し、それを実践に適用

するとみる  

 そしてこれを整理して、「今日を生きる教師の自律と自立のための教師成長をめざす授業

改革・授業改善」の重要性・必要性を提起した。そのための具体的な取り組みとして、教

師の一人称視点による授業研究の必要性を述べ、授業リフレクション研究の開発に取り組

んだとした。その上で、授業リフレクション研究の目的と方法を提示し、今日の教師たち

の授業改革・授業改善の援けとなり得ることを明らかにする意図を提示した。そして第 1

章から第 5 章において、授業リフレクション研究の目的・方法と、その実践事例研究を示

した。以上の内容は本論文では、次の構成をとっている。  

序 章 研究の背景と目的・方法  

第 1 章 授業リフレクション研究の必要性とその目的  

第 2 章 授業リフレクション研究の方法  

第 3 章 大学授業における授業リフレクション事例研究  

    ―自己リフレクション記述を主要データとする事例研究―  



第 4 章 授業リフレクション研究による校内研究改革 10 年後の考察  

第 5 章 省察的実践家の専門的自律性形成  

   ―リフレクティブな授業研究による循環・発展的教師成長サイクルに位置付く  

    学習材・教材再研究とリデザイン―  

終 章 総括  

 第 2 章までは、本研究の目的と方法を中心に論じた。授業リフレクション研究は、教師

が自分の授業を自分の手で改革・改善するための研究であり、そのための研究方法の確立

を目指すものである。1970 年代前後のパラダイムシフトを受けて、実践家による実践研究

の途が拓かれ、教育工学研究者による授業研究は 1980 年代から 1990 年代に、新たな展開

を見せた。その渦中で授業リフレクション研究も発展し、フィールドを広げたといえる。  

 この事例として、第 3 章では大学での授業実践事例研究を考察し、第 4 章では公立小学

校での校内研究改革の事例研究を考察した。前者は授業者による一人称視点からのリフレ

クション記述を主要データとして分析・考察を行い、後者は、事後の教師自身によるリフ

レクションとリデザインの記述を分析考察した。いずれの事例研究においても、教師のリ

フレクション記述を重視し、その記述を手がかりにして明示知として示された実践的知識

と、暗黙的な知として存在が推察可能な実践的知識の両方について、データにより考察を

進めている。そこでは、ポランニーによる「二重制御」論を参照して、リフレクションと

対話の過程における、構造化や俯瞰化、そして焦点化の過程を分析・考察した。その際、

木村敏や中村雄二郎が、その重要性を提起した「述語的自己」記述や、トポス論にも着目

して考察した。教師が自らの実践を記述し、自己内対話と他者との対話過程を経験しなが

ら、事例の意味や自己の発達課題を探究する過程で、他者との出会いや文化財との出会い

など、さまざまな出会いを経験して学ぶことを明らかにした。リフレクションとは、この

ように教師にとっての学びの機会であり、その研究は、そこでの熟考経験を共有する子ど

もたちや同僚・研究者たちや、授業で取り上げられた文化財との出会いを明示化し、彼ら・

彼女らや、文化財と共に生きた時間を記述することになると考察した。  

 授業リフレクション研究は、教師の授業リフレクションに依拠する一人称視点の授業研

究であるが、そこで重要な役割を果たす中心的なデータが、教師のリフレクションの記述

である。授業リフレクション研究を 25 年間以上継続して得た知見は、子どもがことばを

獲得して自己を表出し、世界の本質を見いだしていくように、教師もまた、授業を「デザ

インする言語」やその「デザインすることについて語る言語」を獲得・形成して、自らの

授業の特質をとらえ、子どもや学習材・教材との出会いとその意味を見いだしていくこと

が明らかになった。  

 今後の課題としては、現在までに開発した授業研究手法のさらなる洗練と、リフレクシ

ョン研究を進める上で必須の、他者との対話過程の実相の明示化、そして、子どもや学生

のリフレクション支援の研究などが示された。  

以上  


